
学校教育実践コース，生物学Ⅰ

基礎的な内容とレベル

理科教育・家山博史

授業の目的：理科の教師として要求される

生物学の基礎的知識を習得し，説明できる

こと。テーマについて調べ，発表するスキ

ルを向上させること。

受講生：理科専修生９名，生活環境コース

の理科免許取得希望生６名，教育１・数学

２・社会２・技術１専修生，芸術文化コー

ス１名の計２１名。

授業内容：従来１５名前後で，実験室での

， ，講義も可能と判断して 教室を設定したが

２０名を超える学生に従来の講義形式では

無理があった（耐震工事のため，教室の変

更はできなかった 。そのため，第１講の）

後で，学生と相談し，講義・発表を交互に

行うとシラバスで示したが，講義形式を変

更し，発表をまず５講行い，アンケートを

とり，講義形式を検討することとした。発

表については第２講で教師が実例を示し，

次講から５回グループで発表することとな

る。内容は動物の体制とその機能について

。 ，とした 第８講からは教科書の内容のうち

小実験や視聴覚教材を取り入れた講義が可

能なものを選び，教師が行った。

中間アンケート（１７名 ：発表について）

：発表の中で小実験を取り入れたものは良

い，パワーポイントの発表だけになるのは

少し残念，実験は楽しかったが授業は難し

かった，プレゼンは自分の調べた範囲しか

理解できなかった，このままでよいと思い

ます，あえて言うならもっと実験を増やせ

ばよいと思う 学生が調べ，内容を教え----
る立場で説明する場合，単なるプレゼン形

式では不十分であること，実験を取り入れ

たグループの評価が高いことが分かる。実

験ではなく，小テストを取り入れたものに

ついて：穴埋め問題を解いていくのが，復

習になって良い，授業前の小テストは見直

す機会があって良い，基本的な知識を小テ

ストとプリントで定着を図っておいたらい

い 小テストを取り入れた発表も評価が----
高かった ：授業内容レベルについて：中。

高レベルを復習できる内容が良い，このま

までよいと思いますなどが４名，高校で生

物を履修していないので非常に難しい，初

歩の初歩から教えてほしいなどが４名，た

だ，高校の時には物理を選択したので，生

， ，物ができるか不安だったが 分かりやすく

興味を持てそうな部分を先生が抜粋して教

えてくださったので楽しんで講義を受ける

ことが出来たというコメントもあった。こ

れは各グループの内容について発表の後に

解説を行ったことについてと思われる ：。

知識習得について：簡単な問題集を買い，

その問題集にそって勉強する，月１くらい

に小テストや復習の穴埋めプリントを作っ

て配り，同じプリントで小テストなどの提

案があった。

アンケートを基に，後半の授業では小実験

や視聴覚教材を組み込んだ内容の講義と，

小テストの問題解決で展開する授業を実施

したが，習得してほしい基本的内容をすべ

て網羅することは困難で，かなり駆け足で

進めざるを得なかった。最後に小テストと

アンケートを実施した。

最終アンケート（２１名 ：小テスト正解）

以下：レベルが高すぎて全然理解でき25%
ません，結局今まで生物の勉強をしたこと

がないので分かりません，地力でやるのも

しんどいです，どこをノートにとったらよ

いか分からないときがある，要点をプリン

50%トにまとめて配ってほしいなど５名：

以下：教採の出題範囲と講義内容を近づけ

てほしい，内容のレベルが高い，高校で生

物をあまりしていないので難しくてよく分

かりませんでした，高校でできなかった実

験をもっとしたい，今のままで楽しいです

など５名： 以上：小中の教科書を参考50%
に，その内容についてやってはいかがでし



ょうか，基本からやりたい，小テストを最

初にすると復習になって良い，４５分間は

問題を解いて答え合わせや付け足しの説明

などをお願いしたい，残りの半分は実験な

どをして，高，中，小学校でしそうな体験

してみたいと思う，実験重視がよい，問題

を解きたいです，それに関して高校で習う

程度の説明をしていただきたい，小中高ど

こを主にするかによって授業が変わってく

る，高校レベルのことをやりながら。今回

のよ うに実験を するのがいいのではない

か，勉強はすれば分かるが，実験はなかな

か出来ないなど（１１名）

小テストの点数が 以下の学生のアンケ50%
ートでは，内容について難しすぎるという

思いは授業後半でも変わらず，自分から積

極的に予習・復習する意欲は見られない。

実験に興味はあっても，それが勉学に結び

つかないようである。この学生にレベルを

合わせると（初歩の初歩 ，それは大学の）

授業とはいえないものとなる。今回は部屋

が手狭で，講義に学生が集中しにくい環境

であったため，発表や実験に時間を多く割

いたが，予習・復習を強制的にせざるをえ

ない状況を設定した授業が必要である。授

業のレベルについては教科書が高校生のた

めの図録であることを説明し，分からない

学生は高校の参考書を見るように指導した

が，自ら知識の不足部分を補おうとする学

生がいなかった。これは小テストが無記名

であり，授業の一環であって，結果が成績

に反映しないものであったことも影響して

いると反省させられた。

小テストの点数が 以上の学生のアンケ50%
ートでは，おおむね実験や小テストと授業

の組み合わせについて肯定的であった。問

題解 決方式が内 容の把握になるとするの

は，高校の授業のようでこちらには抵抗が

あるが，基本的な内容の場合，覚えること

が多くなり，仕方がないのかも知れない。

高校レベルの内容で基本とすることに納得

しているようである。実際に小中高のどこ

で教壇に立つかで講義内容が変わるとする

コメントがあったが，例えば小学校で理科

を教えるには小学校の教科書に出ている内

容だけ学べば良いと思っているのであれば

教材の広がりや工夫ができるであろうか。

教えなければならない内容についてのより

深い知識のバックボーンがあればこそ，よ

りよい授業が作れると思うのだが，このよ

うな自分の考えについて，学生と質疑する

機会を持たなかったことを反省している。

授業レベルについて：生物Ⅰは高校の生物

Ⅰ程度の内容を学習するのが適当だと思う

とする回答があった。本授業は高校生物Ⅱ

までの内容について，教科書で扱われてい

る用語や図のバックにある内容を講義した

が，理系（物理選択）の学生には理解しに

くいようだった。授業レベルを下げること

は出来ないので，講義内容を自分に合わせ

るのではなく，理解できるように自分のレ

ベルを上げる努力をするように指導（予習

・復習のフォロー）するようにしたい。よ

り高いレベルの授業を期待する回答は見ら

れなかった。最近は，教育現場で役立つ内

容重視となっていて，専門的な深い知識は

必要ないということであろうが，大学では

少しはこの深い知識の森へわけいってもら

いたいと思う。基礎基本の授業の中で，ち

ょっと深 い内容に触れるのはそのためだ

が，むずかしすぎるとされてしまう。教授

方法を工 夫しなければならないと痛感す

る。回答の中に，生物は全然分からないと

回答している学生があったが，これは中学

校までに学習したはずの内容も記憶から抜

け落ちていること，紙上の学習だけでは身

に付いておらず，実物を前にすると手も足

も出ないことを示している。また，その場

面で，分からないことを質問することすら

しないで，全然分からないと答えるのは非

常にむなしいものがある。実験を導入に使

うことが重要であると実感するが，その時

間分，内容を減らさなくてはならない。授

業の達成度について，前年より実験の重要

性を学生に示すことができた点で向上して

いるが，教授内容がその分少なくなってい

る。次年度は学生の成績に反映される小テ

ストを行うことで，より積極的に授業に取

り組めるようにすること，授業で触れるこ

とが出来なかった部分については，学生が

提案しているように問題集を用いて宿題と

する方法を試みてみたい。


